
わたしたちの理念：「一人ひとりのいのちが大切にされ、平和と人権が尊重されるまちづくり」に貢献します。

９
月
27
日
、
国
民

の
多
く
が
反
対

す
る
な
か
安
倍

元
首
相
の
国
葬

が
強
行
さ
れ
ま

し
た
。
法
律
の
根

拠
も
な
く
一
内

閣
の
判
断
で
執

行
さ
れ
た
こ
と

は
歴
史
に
大
き

な
禍
根
を
残
し
ま
す
。
そ
も
そ

も
な
ぜ
安
倍
元
首
相
が
国
葬
な

の
か
、
岸
田
首
相
は
憲
政
史
上

最
長
の
在
任
期
間
で
あ
り
、
大

き
な
功
績
が
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
が
、
国
民
の
評
価
は
大
き
く

分
か
れ
て
い
ま
す
。
森
友
・
加

計
学
園
問
題
、
桜
を
見
る
会
で

の
国
政
の
私
物
化
な
ど
、何
一
つ

解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
憲
法
違

反
の
戦
争
法
の
強
行
な
ど
多
く

の
国
民
は
納
得
し
て
は
い
ま
せ

ん
。
▼
加
え
て
国
民
を
苦
し
め

て
い
る
異
常
な
円
安
や
非
正
規

雇
用
を
拡
大
さ
せ
低
賃
金
構
造

を
作
っ
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、さ
ら

に
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
自
民

党
と
旧
統
一
協
教
会
・
国
際
勝

共
連
合
と
の
関
係
で
は
祖
父
岸

元
首
相
、父
の
安
倍
元
外
相
、安

倍
氏
と
３
代
に
亘
る
深
い
関
係

が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
の
間
の

国
政
選
挙
で
も
安
倍
元
首
相
が

差
配
を
し
て
い
た
事
も
明
ら
か

で
す
。
い
わ
ば
総
本
家
、
広
告

塔
で
す
。
こ
こ
に
こ
そ
調
査
の

メ
ス
を
深
く
入
れ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
岸
田
首
相
は
「
ご
本

人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
調
査
に
は
限
界
が
あ
る
」
と

言
っ
て
調
査
を
拒
ん
で
い
ま
す

が
、第
三
者
に
よ
っ
て
調
べ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
▼
安
倍
氏
の

国
葬
に
は
反
対
の
人
が
６
割
を

超
え
、
国
葬
反
対
の
デ
モ
が
各

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
弔
意
を

強
制
し
、法
的
根
拠
も
な
く
、国

権
の
最
高
機
関
で
あ
る
国
会
の

議
決
も
な
い
ま
ま
高
額
な
税
金

を
使
い
、
国
民
の
意
思
を
無
視

し
て
強
行
し
て
し
ま
う
な
ど
と

ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。▼
国
会

で
も
、旧
統
一
協
会
へ
の
解
散
命

令
請
求
の
議
論
が
始
ま
り
ま
し

た
。
自
民
党
と
旧
統
一
協
会
と

の
関
係
、
政
治
へ
の
関
与
、
特

異
な
教
義
に
つ
い
て
も
し
っ
か

り
調
査
し
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
何
よ
り
大
切
で
す
。
同
時
に

霊
感
商
法
被
害
者
の
救
済
も
急

が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

�

（
丹
羽
）

工
夫
し
な
が
ら
訪
問
行
動

　

中
毛
地
区
の
各
支
部
で

は
、
９
月
か
ら
訪
問
行
動
が

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
対
話
を
大
切
に

　「
医
療
生
協
に
加
入
し
て
よ
か
っ
た
」
を
広
げ
ま
し
ょ
う

　

９
月
か
ら
地
域
や
事
業
所
で
加
入
増
資
の
呼
び
か
け
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
10
月
３
日
（
月
）
か
ら
前
橋
協
立

病
院
玄
関
前
で
は
、
週
１
回
午
前
中
、
加
入
増
資
キ
ャ
ン
ペ
ン
ー
ン
と
し
て
組
合
員
と
職
員
で
呼
び
か
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。
２
０
２
６
年
新
病
院
建
設
に
む
け
て
の
お
知
ら
せ
や
、
保
健
活
動
委
員
会
主
催
の
セ
ル
フ
ケ
ア
ス
ク
ー

ル
の
お
誘
い
な
ど
、
来
院
時
医
療
生
協
の
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
き
加
入
増
資
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

来
院
し
た
方
か
ら
「
岩
森
先
生
を
追
い
か
け
て
何
十
年
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
よ
」「
前
に
加
入
し
た
け
ど

ま
た
加
入
し
ま
す
よ
」「
健
康
診
断
に
来
た
帰
り
な
の
、
こ
の
機
会
に
加
入
し
ま
す
ね
」
な
ど
の
嬉
し
い
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

開
始
さ
れ
、
職
員
と
組
合
員

で
地
域
に
出
か
け
て
い
ま

す
。
毎
週
曜
日
を
決
め
訪
問

し
て
い
る
支
部
や
、
支
部
運

営
委
員
会
後
に
訪
問
し
て
い

る
前
橋
北
支
部
な
ど
工
夫
し

な
が
ら
計
画
し
て
い
ま
す
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
体
も
心

も
不
調
に
な
り
が
ち
な
の

で
、
自
治
体
健
診
を
は
じ
め

地
域
で
の
班
会
に
も
お
誘
い

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
韮
川

前橋協立病院玄関前でキャンペーン

小物入れと蓋の滑り止め職員と組合員で訪問

様
々
な
企
画
も

　

太
田
地
区
で
は
10
月
29
日

（
土
）
矢
場
新
町
で
「
医
療
・

介
護
何
で
も
相
談
会
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。
桐
生
地
区
で

も
10
月
29
日
（
土
）
桐
生
協

立
診
療
所
で
収
穫
祭
や
地
元

の
高
校
生
に
よ
る
演
奏
会
、

禁
煙
ポ
ス
タ
ー
展
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。（
詳
し
く
は

次
月
号
に
掲
載
し
ま
す
）

　先日、医療生協の職員が運営委員
に書類を届けに行った際、ちょうど
出かけるところを引きとめると、「○
○さん体調が悪いから様子を見に行
くんだよ」と言うのです。心配なの
で同行すると、歩行も困難で意識朦
朧状態。急いで訪問看護たんぽぽに
連絡し看護師に来てもらい、救急車
で搬送されました。早めの対応のお
かげで大事にはいたならかったよう
ですが、地域の運営委員さんとのつ
ながりの大切さを実感しました。

南
支
部
で
は
、
80
歳
を

迎
え
た
組
合
員
宅
50
件

に
近
況
を
伺
い
な
が

ら
、
手
作
り
の
「
小
物

入
れ
」を
届
け
ま
し
た
。

小
物
入
れ
は
「
ス
マ
イ

ル
班
」
で
作
っ
た
も
の

で
、
と
て
も
喜
ば
れ
た

そ
う
で
す

　
事
業
所
で
も

　

協
立
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
と
桐
生
協
立
診
療

所
、
太
田
協
立
診
療
所

で
は
、
毎
年
患
者
さ
ん

ひ
と
り
ひ
と
り
に
、
加

入
増
資
の
お
願
い
チ
ラ

シ
を
医
師
を
は
じ
め
職

員
全
員
で
丁
寧
に
呼
び

か
け
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
心
を
こ
め
て
実

施
中
で
す
。

⑴ 　　　��（毎月１回１日発行） く　ら　し　と　健　康　 2022.11.1 第679号く　ら　し　と　健　康  1980年７月14日（第三種郵便物認可）
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臨時総代会に提案される基本構想の概要をダイジェスト版として11月号・12月号で紹介いたします。

　2019年６月に開催されました第68回通常総代会で、群馬中央医療生協
「10年構想」「第６次五か年計画」が承認されました。
　10年構想は、2018年から１年間の協議に付し、地区ごとの組合員と職員
による議論を経て、「10年後の群馬中央医療生協のありたい姿」として４点
にまとめたものが総代会に提案されました。
　前橋協立病院の新病院建設は、「第６次五か年計画」の事業計画として承
認されました。
　「10年構想」策定後、医療や介護・まちづくりをめぐる環境や情勢が変化
してきている中、「10年構想」の内容とともに、新病院建設がどのように位
置づけられるのか、確認しておく必要があります。

10年構想に2022年度基本方針で掲げた重要課題の視点を加えた、私たちの

ありたい姿をイメージした図が「みんなのコミュニティ拠点」（左図）です。

【入院機能】　急性期・回復期病床機能　●差額ベッドなし
・�自宅や介護施設で療養中に具合が悪くなった方の入院受け入れ。
・�自宅で介護されているご家族が休息する時間をつくるための要介
護者の一時的な入院受け入れ。
・�高度急性期の病院で急性期治療を終了した方の継続した治療とリ
ハビリの実施。
・在宅への退院を様々な職種の連携により支援する。

【外来機能】　かかりつけ医機能　●紹介状なしでかかれる
・専門領域を問わず「まず診てもらえる」
・�医療だけでなく「くらし」に関しても気軽に相談できる（介護の
ことや認知症の対応など困りごとの相談、つながりづくりや健康
づくりの相談）
・在宅部門との連携

【在宅機能】　訪問診療拡充、介護事業との連携強化。
・通院が困難な方への訪問診療拡充。
・�訪問看護、訪問リハビリ、通所介護、小規模多機能型居宅介護と
の連携で在宅生活を支援。

【相談連携機能】　地域連携相談センターの役割、アウトリーチ活動
・入院、退院の相談、医療や介護の相談。
・経済的困難の相談「無料低額診療事業」の利用促進、食糧や生活物資の配布など。
・孤独や孤立を防止するための相談。
・患者さん・利用者さんの生活背景にも目を向け地域にも積極的に出向いていく。
【健康増進支援機能】　健康なまちづくり推進
・地域住民の主体的な健康づくりをすすめるための専門職能発揮。
・組合員の健康づくり活動と連動した健診事業の拡充。
【地域課題に応える役割】　コミュニティ拠点の役割、他団体との連携
・生活課題に対応する仕組みづくり（交通問題、助け合い）
・孤立や孤独への対応（社会的処方、子育て不安）
・経済的困難への対応。
【人材を育成する機能】　プライマリケアを担う人材育成
・総合診療医、家庭医の育成システム。
・プライマリケア看護師の育成機能。
　※�プライマリケアとは身近にあって何でも相談にのってくれる総合的な医療の
こと

群馬中央医療生協10年構想における新病院建設の位置付け

◆地域社会の状況や生活環境にも目を向け、「生活支援型病院」としての役割を担います。　◆医療・介護の連携をさらに強め、地域のニーズに応える生活
支援事業の展開をめざします。　◆組合員との協同により、くらしや健康を支援する取り組みをすすめます。

新病院の機能・役割の方向性

第６次五か年計画では各事業所の主な取り組みを以下のように示しまし

た。

◆�組合員のくらし全般を視野に入れた予防・医療・介護・福祉の切れ目ない

事業を広げる。

◆ACP（アドバンスケアプランニング）の取り組みを広げる。

　※�ACPとは終未期を含めた今後の医療・介護について話し合うこと（意

思決定できなくなる前に）

◆「医療・介護、くらしの相談窓口」としての機能を強化。

◆一人暮らしや認知症の高齢者の在宅生活を支える。

群中生協の事業所は、組合員が地域で最後まで安心してくらし続けら

れるための、上記の役割を担います。職員は地域にも積極的に出向き、

くらしの支援や困りごとに対応します。地域には、組合員が主体的に

運営する「医療や介護、健康やくらしに関する相談機能」を持ちえた

拠点があって、職員と連携します。また、事業所は医療・介護・保健

予防など事業の強みを活かして組合員のくらしを支援し、組合員・地

域住民が集える居場所、相談窓口、役割を発揮できる場合などを有す

るコミュニティ拠点の一部として位置付けます。

⇒新病院のあるべき姿

10年構想の具体化　みんなのコミュニティ拠点

生活支える事業構想　2026新病院だより　NO.2

2022年度臨時総代会開催について
2022年10月22日

群馬中央医療生活協同組合
理事長　　半澤　正

群馬中央医療生活協同組合第51条、52条、53条にもとづき、臨時総代会を
下記の通り開催いたします。

記
１， 臨時総総代会の日程及び会場
　　日時　2022年12月17日（土）13：30〜15：30
　　会場　群馬県JAビル1階大ホール
　　　　　群馬県前橋市亀里町1310番地
２， 議題
　第1号議案　新病院基本構想に関する件
	 以上

地区別総代会議開催について
　臨時総代会に向けた議案の説明会として地区別総代会議を
下記の通り開催いたします。

中毛地区：11月４日（金）場所　生協会館組合員ホール
　　　　		①13：30〜14：30　②15：00〜16：00
　　　　			11月９日（水）場所　生協会館組合員ホール
　　　　		③13：30〜14：30　④15：00〜16：00
　　　　　
桐生地区：11月10日（木）13：30〜14：30
　　　　　場所　桐生協立診療所２階ホール

太田地区：11月15日（火）13：30〜14：30
　　　　　場所　組合員会館ホール

⑵く　ら　し　と　健　康2022.11.1 第679号 　く　ら　し　と　健　康



産
婦
人
科
こ
ぼ
れ
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
橋
協
立
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
院
長
　
茂
木
弘
道

エ
ピ
ソ
ー
ド
９　

医
師
３
人
の
分
担

　

先
に
も
触
れ
た
茂
木
・
今
井
・
柳
田
の
３
人
は
当
初
特
別
に
専
門
分
野
を
も

っ
て
い
る
、
或
い
は
目
指
し
て
い
る
も
の
は
な
く
、
た
だ
日
常
目
の
前
に
現
れ

る
患
者
の
診
療
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
そ
う
す
る
う
ち
に
、
３
人
が
何

か
特
色
を
持
っ
た
診
療
を
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
出
て
き
た
。
今
井
医

師
は
、
子
宮
癌
の
細
胞
診
を
、
柳
田
医
師
は
無
痛
分
娩
、
茂
木
は
染
色
体
・
遺

伝
子
関
係
を
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
を
出
し
た
。

　

子
宮
癌
細
胞
診
は
、
子
宮
癌
の
早
期
発
見
の
た
め
に
は
絶
対
に
必
要
な
検
査

で
あ
っ
た
が
、
相
当
の
勉
強
を
し
て
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
、
指
導
医
の
資

格
は
取
れ
な
か
っ
た
。
今
井
医
師
は
そ
の
難
し
い
課
題
に
挑
戦
し
、
研
修
に
も

出
て
遂
に
資
格
を
と
っ
た
。
当
時
医
師
で
細
胞
診
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
も
の

は
県
内
に
殆
ど
お
ら
ず
、
対
癌
協
会
の
細
胞
診
指
導
医
に
も
迎
え
ら
れ
、
県
の

子
宮
癌
健
診
に
大
い
に
貢
献
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

柳
田
医
師
は
、
ま
だ
全
国
的
に
も
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
無
痛
分
娩
に
取
り
組

む
た
め
、
北
里
大
学
へ
研
修
に
行
き
、
技
術
を
習
得
し
て
き
た
。
そ
れ
は
脊
椎

の
硬
膜
外
麻
酔
に
よ
る
無
痛
分
娩
で
、
硬
膜
外
腔
は
麻
酔
薬
注
入
チ
ュ
ー
ブ
を

挿
入
す
る
の
が
難
し
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
っ
た
。
柳
田
医
師
か
ら
指
導
を
受
け

て
、
我
々
も
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
習
得
し
て
い
っ
た
。

　

無
痛
分
娩
は
硬
膜
外
麻
酔
を
伴
う
の
で
、
当
然
こ
れ
は
日
中
の
分
娩
に
限
ら

れ
る
。
日
中
分
娩
に
す
る
た
め
に
は
、
分
娩
時
期
が
迫
っ
た
と
こ
ろ
で
人
工
的

に
陣
痛
を
発
来
さ
せ
て
、分
娩
す
る
方
法
が
伴
っ
た
。
即
ち
計
画
分
娩
で
あ
る
。

陣
痛
は
夜
昼
の
別
な
く
、
突
然
発
来
す
る
か
ら
誰
も
が
い
つ
か
い
つ
か
と
心
配

に
な
る
。
夜
中
だ
っ
た
ら
入
院
は
大
変
だ
。
そ
れ
故
予
め
入
院
日
が
決
め
ら
れ

る
の
は
、患
者
に
と
っ
て
も
安
心
に
な
る
。
そ
の
上
痛
く
な
い
分
娩
と
な
れ
ば
、

多
く
の
産
婦
の
心
を
ひ
い
た
。
こ
の
計
画
無
痛
分
娩
が
知
れ
渡
る
と
共
に
、
一

層
分
娩
患
者
が
増
え
て
い
っ
た
。

　

私
が
染
色
体
を
希
望
し
た
の
は
、
産
婦
人
科
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
必
ず
ぶ

つ
か
る
、
染
色
体
異
常
に
よ
る
奇
形
児
を
無
く
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
だ
っ

た
。
し
か
し
当
時
染
色
体
や
遺
伝
子
の
研
究
は
余
り
進
ん
で
お
ら
ず
、
勉
強
に

行
く
場
所
も
な
か
っ
た
。
今
で
こ
そ
人
類
の
遺
伝
子
が
全
て
解
読
さ
れ
、
遺
伝

子
操
作
に
よ
る
遺
伝
子
病
へ
の
取
組
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
私

の
目
指
し
た
分
野
は
ま
だ
時
期
尚
早
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
私
は
こ
の
取
組
が

出
来
な
か
っ
た
。
あ
と
50
才
若
か
っ
た
ら
と
、
今
で
も
残
念
に
思
っ
て
い
る
。

相
談
事
例

　

パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
見
て
い
た
と
こ

ろ
、
突
然
パ
ソ
コ
ン
の
操
作

が
で
き
な
く
な
り
、
警
告
音

が
鳴
っ
た
。
画
面
に
「
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
の

で
電
話
す
る
よ
う
に
」
と
あ

り
、
サ
ポ
ー
ト
窓
口
の
電
話

番
号
が
表
示
さ
れ
た
。
電
話

を
す
る
と
、「
遠
隔
操
作
で

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
を

入
れ
る
の
で
、
コ
ン
ビ
ニ
で

７
万
円
の
プ
リ
ペ
イ
ド
型

電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
し
て

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
中
に
、突
然
「
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
」
等
の
警
告
画
面
に
な
り
、
焦
っ
た
消
費
者
を
画
面
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
誘
導
し
て
電
話
を
掛
け
さ
せ
、
有
償
サ
ポ
ー
ト
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ

フ
ト
等
の
契
約
を
迫
る
「
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
」
に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
プ
リ
ペ
イ
ド
型
電
子
マ
ネ
ー
で
支
払
わ
せ
る
手
口
が
急
増
し
て
お
り
、

言
葉
巧
み
に
次
々
と
支
払
い
を
迫
っ
て
、被
害
額
が
高
額
に
な
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　

全
国
で
は
、
平
成
18
年
度
以
降
、
年
間
５
千
件
以
上
の
相
談
が
続
い
て
お
り
、

県
内
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
も
、
合
計
で
１
０
０
万
円
以
上
も
支
払
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
警
告
画
面
・

警
告
音
は
偽
物
で
す
！

群
馬
県
消
費
生
活
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

そ
の
３

く
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ

た
。
コ
ン
ビ
ニ
で
購
入
し
、

指
示
に
従
っ
て
電
子
マ
ネ

ー
の
番
号
を
パ
ソ
コ
ン
に

入
力
し
た
が
、「
処
理
に
失

敗
し
た
。
後
で
返
金
す
る
の

で
、
再
度
７
万
円
分
購
入
し

て
番
号
を
入
力
す
る
よ
う

に
」
と
言
わ
れ
、
指
示
に
従

っ
た
が
ま
た
失
敗
し
た
と

言
わ
れ
、
さ
ら
に
７
万
円
分

の
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
し

て
番
号
を
入
力
し
た
。
14
万

円
は
後
で
返
金
す
る
と
言

わ
れ
た
が
、
詐
欺
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

被
害
に

あ
わ
な
い
た
め
に

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

中
に
突
然
表
示
さ
れ
る

警
告
は
偽
物
で
す
！

・�

警
告
画
面
の
サ
ポ
ー
ト

窓
口
に
電
話
を
し
て
は

い
け
ま
せ
ん

【
ニ
セ
警
告
の
特
徴
】

①��

警
告
画
面
が
次
々

と
重
な
っ
て
開
く

②��

警
告
音
や
ア
ナ
ウ

ン
ス
が
流
れ
る

③��

実
在
企
業
の
ロ
ゴ

な
ど
が
表
示
さ
れ

る
④��

サ
ポ
ー
ト
窓
口
の

電
話
番
号
が
表
示

さ
れ
る

⑤��

焦
ら
せ
る
よ
う
な

表
現
が
目
立
つ

　

不
審
に
感
じ
た
り
お
困

り
の
際
は
、
お
住
ま
い
の
地

域
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
（
局
番
な
し
の

「
１イ

ヤ

ヤ

８
８
」）
な
ど
の
相
談
窓

口
へ
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

 「国民生活センター
ホームページ」
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う
ん
ち
に
つ
い
て

う
ん
ち
に
つ
い
て

特　集

　

大
き
な
便
り
、
と
書
い
て

大
便
。
う
ん
ち
は
健
康
に
関

す
る
色
ん
な
情
報
を
ふ
く

む
、
体
か
ら
の
お
便
り
で

す
。
食
生
活
・
運
動
の
ほ
か
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
の
影
響
で

う
ん
ち
の
色
や
形
、
に
お
い

は
日
々
変
化
し
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
う
ん
ち
は
何

で
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ

う
？
食
べ
カ
ス
１
０
０
％

で
で
き
て
い
る
と
思
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
実
は
健
康
な
人
の
う
ん

ち
は
、
80
％
が
水
分
で
、
残

る
20
％
の
う
ち
３
分
の
１

が
食
べ
カ
ス
、
３
分
の
１
が

生
き
た
腸

内
細
菌
、３

分
の
１
が

は
が
れ
た

腸
粘
膜
で
す
。
わ
ず
か
数
ｇ

の
う
ん
ち
に
、
約
１
兆
個
の

腸
内
細
菌
が
含
ま
れ
て
お

り
、
う
ん
ち
を
見
れ
ば
腸
内

細
菌
バ
ラ
ン
ス
が
分
か
り

ま
す
。
言
い
換
え
る
と
、
水

分
と
腸
内
細
菌
を
整
え
る

こ
と
が
、
い
い
う
ん
ち
を
出

す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
『
い
い
う
ん

ち
』
と
は
ど
ん
な
も
の
で
し

ょ
う
？
理
想
の
う
ん
ち
は

い
わ
ゆ
る
バ
ナ
ナ
う
ん
ち

で
、
色
は
黄
色
〜
黄
褐
色
、

量
は
バ
ナ
ナ
２
︱
３
本
で
、

臭
い
は
き
つ
く
な
く
（
赤
ち

ゃ
ん
の
は
、
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌

が
多
い
の
で
甘
酸
っ
ぱ
い

臭
い
が
し
ま
す
）、
硬
さ
は

練
り
歯
磨
き
程
度
で
す
。
ま

た
排
便
時
に
は
息
ま
ず
に

ス
ト
ー
ン
と
気
持
ち
よ
く

出
て
、
軽
く
水
に
浮
く
と
ベ

ス
ト
で
す
。
バ
ナ
ナ
う
ん
ち

の
状
態
で
あ
れ
ば
、
善
玉
菌

が
優
位
で
健
康
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

い
い
う
ん
ち
を

出
す
た
め
に

　

最
後
に
、
い
い
う
ん
ち
を

出
す
た
め
の
自
宅
で
で
き

る
取
り
組
み
を
い
く
つ
か

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

《
水
分
を
摂
る
》

小
さ
な
コ
ロ
コ
ロ
と
し
た

便
が
出
る
原
因
の
多
く
は
、

水
分
不
足
で
す
。
毎
日
の
水

分
摂
取
量
や
食
事
の
内
容

を
見
直
す
だ
け
で
も
便
の

状
態
が
改
善
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

平
山
結
佳
子 

医
師

前
橋
協
立
病
院　

内
科

《
腸
の
動
き
を
良
く
す
る
》

適
度
な
運
動
は
腸
の
働
き
を

促
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。
激

し
い
運
動
で
な
く
て
構
い
ま

せ
ん
の
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、
無
理

の
な
い
範
囲
の
運
動
を
続
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

《
腸
内
細
菌
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
る
》

乳
酸
菌
や
食
物
繊
維
は
便

秘
解
消
に
効
果
的
で
す
。
毎

日
の
食
事
に
意
識
的
に
取

り
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
た
だ
し
、
腸
の
手
術

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
場

合
、
食
物
繊
維
の
摂
取
を
控

え
た
方
が
良
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
か

か
り
つ
け
の
医
師
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

《
生
活
習
慣
を
整
え
る
》

睡
眠
不
足
や
ス
ト
レ
ス
が

排
便
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

場
合
が
あ
り
ま
す
。
生
活
習

慣
を
整
え
て
腸
に
良
い
影

響
を
与
え
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
決
ま
っ
た

時
間
に
ト
イ
レ
に
行
く
な

ど
、
排
便
習
慣
を
整
え
る
こ

と
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

身
近
な
健
康
の
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
で
あ
る
う
ん
ち
を

観
察
す
る
こ
と
は
す
ぐ
で

き
る
セ
ル
フ
ケ
ア
の
ひ
と

つ
と
も
い
え
ま
す
。
あ
な
た

の
今
朝
の
便
の
形
や
色
、
ど

う
で
し
た
か
？

生協強化月間

機関紙仕分けに
新たな担い手
「みんなの協力」が支部の活性化

宝泉支部　支部長　茂木喜美夫

　宝泉支部は、生協強化月間中に支部活動に欠かせない「担い手増やし」を目
標に取り組んでいますが、９月から機関紙仕分けと配布に杉田眞由美さんが担
当してくれることになり、早速９月30日に組合員会館で10月号の仕分け作業
を行いました。
　支部の仕分け担当者は７名、組合員会館まで８㎞の距離を車で走り、９時ま
でに集合して、400部の機関紙を仕分け、それから各配布担当者宅まで届ける
のですから、主婦としては大変な負担。担当していた小林ゆき子さんの辞退に
伴う急なバトンタッチながら、仕分けも手際よく行い、１時間30分程で終了、
他の担当者も大喜び、新たな担い手誕
生となりました。
　杉田さんの感想は「やればできます
ね」と明るい表情、仕分け後117部の
機関紙を14名の配布者に届ける作業
が大変ですが、「これからもよろしく」
とみんなで励ましのエールを送りま
した。

支部の

右上が杉田眞由美さん
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仲間の作品コーナー

ちぎり絵　太田市　須藤髙子　さん

地域活動アラカルト

講師は96歳
次世代に平和への思いを
伝える

「こども食堂フェア」に参加して

介護タクシー
『おむすび号』でバラ園へ

大胡支部
　９月26日、大胡支部で「平和と戦争を考える」学習会を
開催、運営委員を中心に21名の参加がありました。
　講師は大胡在住の小池安好さん96歳。
　自身が満蒙開拓団としてシベリアに渡り、４年もの間抑
留され過酷な日々を過ごしながらも無事に帰還するまでの
貴重なお話聞くことができました。
　参加者からは「わぁ」「へぇ〜」という驚きの声。
　最後に、「これをきっかけに平和についてみんなで学び、
これからにつなげたい。」と締めくくられました。
　今回だけでは話し足りず、まだまだ伝えたいことがある
そう。次回の開催を期待しています。

館林支部
　10月10日（月）、館林市文化会館前の広場で開かれた「こど
も食堂フェア」に参加している医療生協の「まんまる食堂」のお
手伝いに半日伺いました。「こどもたちと遊べばいいのかな」と
想像しながら会場に着くと「じゃ、ここに座ってお願いします」
と案内された係りは、フーセンガムを膨らます挑戦をしてもらう
係りでした。その向こうにピロピロが見えます。ここは、口腔の
健康に関するブ−スでしょうか？何だか楽しそうです。右隣のＡ
さんは、ホ−ホケキョの口笛挑戦コ−ナ−、口笛の効力を来場者
に丁寧に説明しています。左隣のＨさんは歯に関するクイズコ−
ナ−。聞こえてくる問いと答えに「え、そうなの」といちいち感
動してしまいました。次々とお母さんお父さんがフ−センガムに
挑戦しましたが、すぐにできる人はいません。「無理、無理」と
いう子どもの後ろでは、「昔はできたのに」と言いながら大人が
根気よく噛んでいます。
ようやく見事なフ−セ
ンができると子どもは
歓声をあげ、大人は満面
の笑顔、何とも平和な空
間が生れました。とても
魅力的な取組に、半日楽
しいお手伝いができま
した。� Ｒ，Ｔ

大泉千代田支部
　10月16日（日）よりきどローズサミットの秋の品評会にあわ
せて、介護タクシーでお出かけしました。支部ニュースで呼びか
けたり、運営委員が声をかけて5名のお申し込みがありました。
　よりきどローズサミットのみなさんは、ゴミステーション脇の
空地をローズガーデンにして楽しむという素敵な活動をなさっ
ていて、大泉千代田支部も法人会員になっています。
　せっかく法人会員になっていてもコロナ禍でバラ園での交流会
が実現できずにいました。生協強化月間中は、ちょうど秋のバラ
が見ごろだと聞いたので、今年こそはと思い切って企画しました。
　この企画が実現したのも運営委員の岩﨑敏樹さんが介護タク
シー『おむすび号』の専属スタッフだからです。岩﨑さんは介護
福祉士ですから本当に安心してお願いできるのです。
　「バラ園へ行ってみたかったんですよ！」とおっしゃって、と
ても喜んでくれた組合員もいました。好きなバラを3種選んで投
票したり、美味しいコーヒーを
ご馳走になったり、お話しもは
ずみました。久しぶりにお会い
できたみなさんが、いいお顔で
帰りの車に乗ってくれたので嬉
しかったです！

支部長　川島玲子

参加者へ話をする小池安好さん
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ド
」
と
明
記
。
住
所
、
氏
名
（
匿

名
を
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

を
必
ず
お
書
き
下
さ
い
。

　
御
意
見
・
投
稿
等
も
お
寄
せ
下

さ
い
。

《
し
め
き
り
》

　
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
七
日

当
日
消
印
ま
で
有
効

《
送
り
先
》

　
〒
三
七
一
︱
〇
八
一
一
前
橋
市

朝
倉
町
八
三
〇
の
一
。
群
馬
中
央

医
療
生
協
く
ら
し
と
健
康
係

《
賞
品
》

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
名

に
図
書
券
五
〇
〇
円
分
を
進
呈

《
応
募
方
法
》

　
解
答
　
官
製
・
私
製
は
が
き
を

使
用
。「
第
279
回
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー

《
第
278
回
の
答
え
》

シ
ョ
ク
ヨ
ク
（
食
欲
）

《
解
き
方
》

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
◯
文
字
を
う
ま

く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

︱ 

タ
テ
の
カ
ギ 

︱

１　

秋
の
七
草
の
ス
ス
キ
の
こ
と

２　

ご
は
ん
を
炊
き
ま
す

３　

秋
の
味
覚
の
一
つ
で
す
ね

４　

昼
食
を
最
近
こ
う
言
い
ま
す
ね

５　

花
よ
め
、
和
装
、
白
い
布

６　
「
秋
」
を
「
あ
き
」
と
読
む
の
は

…
…
読
み

12　

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
が
書
い
て
あ
る
紙

で
す

13　

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲
第
５
番

ハ
短
調
作
品
67

15　

生
ま
れ
て
間
も
な
い
ニ
ャ
ン
コ

16　

首
都
は
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン

17　

…
…
物
、
…
…
粉

19　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
渡
り
鳥
。
カ

リ
と
も
い
い
ま
す

21　

紙
に
包
ん
で
捨
て
ま
し
ょ
う

︱ 

ヨ
コ
の
カ
ギ 

︱

１　

秋
の
虫
、
鳴
く
の
は
…
…
の
求
愛

行
動

３　

古
典
的
と
い
う
意
味
で
す

７　

代
表
的
な
弦
楽
器
と
い
え
ば

８　

…
…
ス
ト
ッ
プ
、
…
…
プ
ロ

９　

首
里
城
と
い
え
ば
、
こ
の
街

10　

火
事
が
消
え
ま
し
た

11　

刺
し
て
焼
く
料
理
。
…
…
焼
き

13　

一
年
で
最
も
雨
が
多
い
季
節

14　

…
…
旧
、
…
…
規
、
…
…
人

15　

秋
の
終
わ
り
頃
か
ら
吹
き
ま
す

18　

長
崎
観
光
と
い
え
ば
…
…
橋

20　

鍵
盤
楽
器
の
一
つ
で
す

22　

野
球
で
打
者
の
体
の
近
く
に
く
る

…
…
の
球

23　

私
心
の
な
い
こ
と

279
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（
敬
称
略
）

６
７
８
号
で
「
頭
痛
」
に
つ
い
て

の
特
集
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
26

年
前
、
頭
を
バ
ッ
ト
で
な
ぐ
ら
れ

た
よ
う
な
突
然
の
頭
痛
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
診
断
は
く
も
膜
下
出

血
で
手
術
に
８
時
間
を
費
や
し
ま

し
た
が
、
幸
い
後
遺
症
も
な
く
、

元
気
に
生
活
し
て
い
ま
す
。
保
田

医
師
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
突

然
の
頭
痛
の
場
合
は
早
期
に
病
院

の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
前
橋
市　

い
が
り
ん
）

10
月
新
米
を
新
潟
魚
沼
に
と
り
に

い
き
ま
す
（
約
１
年
分
）
２
１
０

㎏
、
ガ
ス
で
た
い
た
新
米
の
お
い

し
い
米
「
食
欲
」
ま
け
て
し
ま
っ

て
体
重
計
こ
わ
い
で
す
ネ
！

（
前
橋
市　

ウ
ニ
ダ
ラ
）

ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー
ド
」
毎
月
と
て

も
難
し
い
で
す
が
、
頭
の
良
い
体

操
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
桐
生
市　

内
装
業
）

新
里
支
部
、
宮
田
常
雄
さ
ん
の
食

は
い
の
ち
の
記
事
を
読
ん
で
大
変

感
心
致
し
ま
し
た
。
有
機
農
業
を

一
生
懸
命
行
い
結
果
、
体
も
健
康

に
成
り
す
ば
ら
し
い
人
生
で
す

ね
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
下

さ
い
。（

太
田
市　

春
山
祐
一
郎
）

近
く
の
中
学
校
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ

の
花
の
香
り
に
秋
を
感
じ
な
が

ら
、
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

（
太
田
市　

秋
桜
）

在
京
時
、
民
医
連
に
お
世
話
に
な

っ
て
い
た
時
の
事
を
書
い
て

−

②
。
長
女
を
妊
娠
し
て
２
ヶ
月
の

事
、
急
に
腹
痛
に
お
そ
わ
れ
代
々

木
病
院
へ
飛
び
込
み
ま
し
た
。
な

ん
と
「
虫
垂
炎
」
と
の
事
。
外
科

は
流
産
し
な
い
よ
う
に
手
早
く
バ

タ
バ
タ
と
対
応
し
て
下
さ
り
、
何

と
か
手
術
も
無
事
済
、
ホ
ッ
と
し

ま
し
た
。
院
外
か
ら
は
デ
モ
隊
の

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
高
ら
か
に

響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
娘

も
今
は
50
代
に
な
り
ま
し
た
。

（
伊
勢
崎
市　

石
川
繁
生
）

産
婦
人
科
こ
ぼ
れ
話
、
フ
ム
フ
ム

と
思
い
な
が
ら
読
ん
で
い
ま
す
。

茂
木
先
生
、
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
時
の
流
れ
、
子
ど
も
、
孫
を

見
て
思
い
ま
す
。

（
前
橋
市　

ば
あ
ば
）

今
年
の
中
秋
の
月
を
心
ゆ
く
ま
で

眺
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
美

し
い
世
界
を
美
し
い
ま
ま
に
次
の

世
代
へ
伝
え
て
い
か
な
く
て
は
い

け
な
い
と
、
あ
ら
た
め
て
強
く
思

い
ま
す
。（前

橋
市　

サ
ル
ス
ベ
リ
）

協
立
病
院
の
名
称
に
気
づ
き
ま
し

た
！
「
医
療
生
活
協
同
組
合
」
か

ら
き
て
い
る
の
で
す
ね
! !
人
類
に

と
っ
て
〝
く
ら
し
〟
と
〝
健
康
は
〟

最
も
大
切
な
事
で
す
ね
。

（
前
橋
市　

ね
ね
ち
ゃ
ん
）

「
今
月
は
私
の
誕
生
日
で
、
早
、
六

廻
り
で
す
。
時
が
経
つ
の
は
早
い

で
す
。（

前
橋
市　

い
く
ち
ゃ
ん
）

「
く
ら
し
と
健
康
」楽
し
み
な
が
ら

拝
見
。
お
か
げ
さ
ま
で
95
才
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。川
柳
、

笑
い
な
が
ら
拝
見
。

（
前
橋
市　

宮
崎
正
男
）

お
い
し
い
も
の
が
、
い
っ
ぱ
い
の

時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
運
動

も
し
て
本
も
読
ん
で
楽
し
み
が
た

く
さ
ん
で
す
。
楽
し
い
こ
と
が
増

え
る
と
健
康
に
も
い
い
と
思
い
ま

す
。

（
太
田
市　

み
の
り
ん
）

開
け
っ
放
し
の
ド
ア
か
ら
一
匹
の

訪
問
者
、
イ
ナ
ゴ
で
し
た
。
幼
少

期
に
は
田
ん
ぼ
に
あ
ち
こ
ち
い
て

食
用
に
し
た
の
が
懐
か
し
い
で

す
。

（
太
田
市　

中
村
正
一
）

今
年
は
、
萩
原
朔
太
郎
の
没
後
80

年
で
す
。
前
橋
文
学
館
で
朔
太
郎

の
朗
読
劇
「
宿
命
」
が
上
演
さ
れ

ま
し
た
。
舞
台
装
置
は
、
レ
ー
ス

の
カ
ー
テ
ン
越
し
、
配
役
は
弁
士

を
含
め
て
５
人
で
す
。
音
響
と
照

明
で
臨
場
感
溢
れ
、
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。
三
週
間
経
っ
て
も
、

あ
の
場
面
が
思
い
浮
か
び
人
生
初

め
て
の
朗
読
劇
、
貴
重
な
経
験
が

出
来
ま
し
た
。

（
前
橋
市　

松
村
恵
津
子
）

第
150
回
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会
　
2022
・
10

気
づ
か
い
は
夫
の
入
院
秋
深
む
　
　
　
　
　
　
　
　
和
子

そ
ぞ
寒
添
寝
の
猫
は
夢
に
在
り
　
　
　
　
　
　
　
　
星
子

秋
澄
む
や
お
し
ゃ
べ
り
楽
し
保
健
室
　
　
　
　
　
　
丑
男

台
風
の
そ
れ
て
安
堵
の
空
仰
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
麗
子

投
稿秋

深
く
秋
明
菊
も
真
盛
り

三
輪
ヒ
サ

い
つ
ま
で
も
気
持
ち
だ
け
は
と
抗
加
齢

石
田
俊
彦

太
る
ぞ
と
知
っ
て
い
る
の
に
つ
ま
み
食
い

宮
崎
正
男

空
青
し
小
庭
の
隅
に
石
蕗
の
花

中
島
毅

青
雲
に
淡
き
コ
ス
モ
ス
咲
き
に
け
り

広
木
幸
弘

コ
ス
モ
ス
は
高
さ
不
揃
い
み
だ
れ
咲
く

伊
藤
ミ
ツ

【
俳
句
】

【
川
柳
】

お
茶
の
み
保
健
室
俳
句
会
　
2022
・
10

フ
ジ
バ
カ
マ
旅
す
る
蝶
の
飛
来
待
つ�

あ
こ
ち
ゃ
ん

野
菜
の
値
押
し
上
げ
た
の
は
猛
暑
で
す�

松
ち
ゃ
ん

ひ
ぐ
ら
し
や
世
代
を
偲
ぶ
供
花
さ
び
し�

章

皮
む
き
の
ひ
と
手
間
忘
る
栗
ご
は
ん�

Ｙ
ち
ゃ
ん

畔
道
を
真
赤
に
染
め
る
彼
岸
花�

マ
ー
ち
ゃ
ん

こ
こ
ち
よ
い
夕
暮
に
ま
う
赤
と
ん
ぼ�

あ
き
こ
ち
ゃ
ん

う
で
が
な
る
お
茶
の
み
会
の
十
三
夜�

か
ず
ち
ゃ
ん

金
木
犀
香
り
ほ
の
か
に
冬
支
度�

ミ
ネ

夏
の
食
卓
の
か
ざ
る
茘
枝
か
な�

洋
子
ち
ゃ
ん

秋
風
に
染
ま
る
木
の
葉
や
散
歩
道�

ケ
イ
ち
ゃ
ん

虹
色
の
涙
を
な
が
す
人
魚
か
な�

け
ん
ち
ゃ
ん
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理
事
会
だ
よ
り

●
９
月
24
日
（
土
）
定
数
30
名
中
26
名
（
オ

ン
ラ
イ
ン
出
席
者
6
名
）
の
出
席
で
第
４
回

理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
議
題

①��

会
務
報
告

②�

専
門
委
員
会
報
告

③�

新
病
院
基
本
構
想
策
定
に
関
す
る
件

④�

地
区
別
総
代
会
議
開
催
に
関
す
る
件

⑤��

組
合
員
活
動
規
程
の
改
定
に
に
関
す
る

件
⑥�

管
理
者
の
任
免
に
関
す
る
件

以
上
、
報
告
・
協
議
の
上
、
⑤
を
除
い
て
提

案
ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

群馬中央医療生協はいま（2０22年9月末）
組　合　員� ３５，284人

　前橋・伊勢崎地域　組合員： 26，229人
　太田・館 林 地 域　組合員：　５，922人
　桐生・みどり地域　組合員：　2，999人
　その他の地域　組合員：　　1３4人

出　資　金� 9億7,５３０万4,０００円
一人平均出資金� 27，642円

 前橋市 

 太田市 

 桐生市・みどり市 

※今年度から一部制度が変わりました。

特定健診・ヘルスチェック・大腸がん
前立腺がん・肝炎ウイルス検診

−胃がん検診は要予約です。一度ご来所ください−
※今年度より胃内視鏡検査のみとなります
ご予約・お問い合わせ　TEL�0276-45-4911

ご予約・お問い合わせ　TEL�0277-53-3911

前橋協立病院　健診室

前橋協立診療所

太田協立診療所

桐生協立診療所

TEL　027-265-3511(代表)
平日　９時30分〜16時30分

ご予約・お問い合わせ�TEL�027-231-6060

予約制となっております。
お電話にてご予約・お問い合わせください。

ご予約・お問い合わせ先

予約受付中！
各種オプション検査・人間ドックも実施しています。

12/20（火）まで

わたらせ みどり健診 今年度は12/28まで

令和４年度 自治体健診
感染対策を行い、安心して受診することが

できます。ぜひご予約ください。

　前橋協立病院では、患者さんおよびご家族の方を対象
に、くらしやお金に関する相談窓口として「金融コンシ
ェルジュ」を設置しています。

※「金融コンシェルジュ」は、金融庁の官民ラウンドテーブルの
作業部会の報告書（2013年５月公表）で提言された制度で、NPO
法人FP協会が医療機関等に中立的な立場のアドバイザーである
ファイナンシャル・プランナー（CFP又はAFP＊）を派遣し、患
者様やそのご家族等の暮らしやお金に関する相談を無料で受け
る制度です。

地域の組合員さんからのご相談も受け付けています。
どのようなご相談事でも結構ですので、お気軽にご相談ください。

お申し込み先：前橋協立病院　TEL　027-265-3511（代表）

＊CFP資格：25ヵ国・地域（2020年８月現在）で導入されている世界共通
水準の資格で、高度な知識とスキルを持ち、専門家としての確固たる倫理と経
験を備えたFPに与えられる資格です。国際CFP組織FPSBとのライセンス契約
の下に、日本では日本FP協会が認定しています。
　AFP資格：専門家として必要な知識を持ち、顧客に対して適切なアドバイス
を提供できるFPに与えられる資格で、日本FP協会が独自に認定しています。

「急な入院で、医療費が心配…」
「介護にかかるお金が心配」
「いま入っている生命保険はこのままでいいの？」
など、くらしとお金に関する幅広いご質問にお答えします。

ご予約時間
（各90分）

　①午前10：30〜
　②午後１：00〜
　③午後３：00〜

相談無料

相談日
（毎月第２火曜日、第４金曜日）

　11月８日（火）、25日（金）

　12月13日（火）、23日（金）

　１月10日（火）、27日（金）

　２月14日（火）、24日（金）

くらしとお金に関する
相談窓口のご案内

お米・食材のカンパに
　ご協力ください

　群馬中央医療生協では、生活困窮者からのSOS
を受け、フードドライブを実施し、食糧支援をおこ
なってきました。
　現在、お米や食料が不足しています。ご自宅で�
眠っているものや古米でも結構ですので、支援に�
ご協力をお願い致します。

　お米・常温保存が可能なもの
　（缶詰め・レトルト食品・
　 インスタント食品・乾麺など）
　　※賞味期限が２か月以上残っているもの

　　　　　　　お問い合わせ：生協本部　組合員活動課
　　　　　　　　　　　　　　027-265-3531（代表）
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協立歯科クリニック前橋市朝倉町830-1� ☎027-265-6601
月 火 水 木 金 土 あ

く
ま
で
も
、基
本
体
制
の
た
め
、診
療
月
に
よ
っ
て
は
、

祝
祭
日
、
休
日
の
取
得
等
に
よ
る
変
動
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

午前
8:40～
12:00

半澤 半澤
（偶数月第3休診）

半澤
(第1,2,3,5） 半澤 半澤

（第2,3,4,5）
半澤

(第1,3,4,5）

萱間 萱間
(偶数月第３）

萱間
（第2,3,4,5） 萱間 萱間

(第1,奇数月第3）
萱間

(第2,4,5）
＊歯科医の研修等で変更
になることがあります。
担当制を希望される方
は、お手数ですが事前に
お問い合わせ下さい。
＊待ち時間をなくすため
に、予約制になっており
ます、お電話で予約でき
ます。
＊診療時間中の急患は随
時受け付けておりますの
で、ご連絡ください。
＊訪問診療をご希望の方
は、お問い合わせ下さい。

午後
火・金		12:30～ 16:30
月・水		13:30～ 16:30
  木  		15:00～16:30

半澤
(奇数月第3）

萱間 萱間 萱間 萱間 萱間
（奇数月第3休診）

夜間
17:30～20:00
（もしくは17:00～ 20:00）

半澤
(偶数月第3）

半澤
(第1,奇数月第3）

萱間 萱間
(第2,3,4,5）

太田協立診療所太田市石原町927� ☎0276-45-4911
受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:30～
12:00

加藤
江田

（第１・３・５）
朱（予約）
（第２・４）

加藤
遠藤

加藤
遠藤

遠藤
加藤
（第３）
服部

（第１・２・４・５）

加藤
遠藤

第１週　遠藤　吉岡
第３週
加藤　堀口
遠藤
第４週
加藤　吉岡
第５週　遠藤　吉岡

午後
14:00～
17:00

遠藤 小平 江田 須江
遠藤

加藤
（金のみ15：00～）

夜間
17:00～ 加藤

往診 加藤 加藤
遠藤 加藤 遠藤

内視鏡 櫻井 小平 小平 小澤
※�糖尿病の方、健診・予防接種などの検査や経過観察のある方は、なるべくお早めに受付をお願い致します。
※�新型コロナワクチン・インフルエンザワクチン接種対応のため、午後の診療時間が一部変更とな
る場合があります。

前橋協立病院前橋市朝倉町828-1　　☎�027-265ｰ3511（代）
月 火 水 木 金 土

内
　
科

午
前

予約外 小　林修
平　山 保　田 内科医 弘　中 宮　澤 大　宮

予約外来

瀧　口道
鈴　木（第４週休診）
糖尿病：深　津
塵　肺：小　林
（第４週）

瀧　口道（第２/４週）
工　藤瑞
鈴　木

糖尿病：深　津
骨：茂　木	8:30～10:00
循環器：須　賀
呼吸器：櫻　井
（第１/３/５週）

瀧　口道
宮　澤

（第１/２/３/５週）
鈴　木
小　野芳

糖尿病運動療法：深　津
（第１/３週）
肝臓：高　柳

西　上
糖尿病：深　津

糖尿病・甲状腺：吉　川
平　山

小　林修（第２/４/５週）

瀧　口道
鈴　木
瀧　口由
西　上

瀧　口道
鈴　木（第１/４/５週）
西上（第４週）

循環器：滝沢（第１週）
呼吸器：砂長（第３週）
糖尿病・甲状腺：渋沢（第４・５週）
循環器：森（第３/４週）
神経・リハビリ：大竹（第３週）

午
後

予約外 須　藤 工藤瑞 大　宮 弘　中 須　藤

予約外来

田ヶ原
循環器：金　古（隔週）
泌尿器（松尾/吉原）
瀧口由（第２/４週）
保田（第１/２/３/５週）

野　本
心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津

糖尿病・甲状腺：倉　林

野　本（第２/４/５）
三　浦章

肝臓：高　柳

循環器：金　古（隔週）
糖尿病・甲状腺：松　本
呼吸器：上吉原（第４週）
小　林修（第１/３週）

田ヶ原
心療内科：鈴　木

橋　爪洋
循環器：小保方（第１/３/５週）
糖尿病・甲状腺：登　丸

＊夜間は予約患者さん専用外来
となります。
＊急患の方はいつでもご相談下
さい。

夜間 予約外来 鈴　木 石　川　（第１/３/５週）
三　浦章 西　上

訪問
診療

午前 瀧　口由 齋　藤 瀧　口由 瀧　口由 保　田
午後 宮　澤 瀧　口由（第１/３） 宮　澤（第１/３） 岩　森（第３） 西　上

嚥下外来 午後 矢　島賢

小児科

午前 一般外来 矢　島
佐　藤 矢　島 齋　藤 矢　島

齋　藤
矢　島
齋　藤

齋　藤
佐　藤

午後 専門外来
神経発達：齋　藤
（第２/４週）

精神衛生相談：角　田

予防接種
齋　藤

（第４週は午後３時迄）

予防接種
齋　藤

（第３休診）

アレルギー：矢　島
（第３週休診）

アトピー教室：矢島
（第３週のみ）

神経発達：齋　藤

乳児健診・予防接種
齋　藤（第１/３/５休診）
アレルギー：矢　島

（第１週休診）
精神衛生相談：角田

夜間
一般 矢　島 齋　藤 （休診） 齋　藤 （休診）

専門 神経発達：齋　藤 喘息（予約制）第２休診：矢　島 喘息（予約制）第３休診：矢　島
神　経（第３休診）：齋　藤

産婦人科
産科

午前 婦人科 小　松 小　松 小　松 小　松・北　原 北　原 北　原（第１/３/５週）
西　出（第４週）

午後 婦人科 小　松 小　松 休　診　（手術） 小松・北原（14:30～） 北　原
夜間 北　原（17:00～18:30）

外科 午前 休　診 飯　島哲 飯　島哲 飯　島哲 大　島 休　診
午後 長　岡（予約制）

整形外科 午前 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森（第２/４週休診）
午後 岩　森 岩　森 （岩森）※手術の場合は休診 岩森	※第３週休診 岩　森

眼科 午前 山　田 森 森 山　田 山　田 休　診
午後 手　術 森

皮膚科 午前 工　藤隆

内視鏡 午前 胃 安　達 柿　崎 高草木 安　達 坂　本 交替制
午後 腸 岡　野 橋　爪真 山　𥔎

健　診
午前 須　藤 伊　藤 矢　島 須　藤 須　藤
乳腺・
甲状腺 担当医　ＡＭ 飯　島　ＡＭ 飯　島　ＡＭ 飯　島　ＡＭ 大　島　ＡＭ

小児科受付時間
午前8:00~11:30
夕方16:45~18:30（月・火・木）＊水・金の夜
間外来（一般）は休診となります。 その他の科の受付時間

午前8:00~11:30 救急患者さんにおかれましては、
この限りではございません。
電話にてお問い合わせ下さい。産婦人科受付時間 午前8:00~11:00　※予約優先午後14:00~16:00　（初診予約可） 午後14:00~16:00

2022年11月１日現在の診療体制
第２土曜日・日曜日・国民の休日は休診
及び年末年始（12月30日〜１月３日）は休診

前橋協立診療所前橋市城東町３-15-28� ☎027-231-6060
月 火 水 木 金 土

午前　月～金
9:00～12:00
土
9:00～12:00

高柳（11:00まで）
井上

高柳（11:00まで）
桑原

桑原
谷口

高柳（11:00まで）
井上

高柳（11:00まで）
桑原

５日：高柳	9:00～
19日：井上	9:30～
26日：谷口	9:30～

午後
15:30～17:00 高柳 桑原 井上 井上 井上

夜間 高柳
17:00～18:30

高柳
17:00～18:00

午前・午後とも、予約制となっています。予約がない場合、待ち時間が長くなることがあります。ご了承下さい。
※	新型コロナウイルスワクチン・インフルエンザワクチン接種の対応のため、午後の診療時間と土曜の診療体
制の一部を変更しています。
※レントゲン：月～金曜日の午前中　＊胃カメラ：月・火・木・金曜日午前
※休診：土曜日午後・第２土曜日・日曜日・国民の休日　＊詳しくはお問い合わせください。
※インフルエンザワクチン接種可能です。（予約制）

桐生協立診療所桐生市相生町2-554-7

予約制(予約外受付可)☎0277-53-3911(予約電話）
受付時間 診療開始 月 火 水 木 金 土

診
療
科
　
内	

科

午前8:30～
12:00 9:00～ 西上 小林(第１・２)

西上（第１休診） 西上 鈴木
（第４休診）

小	林
(第３・４休診)

西上(第１・3)
片岡（第４）

午後15:00～
17:00 15:30～ 西上 西上

（第１休診） 西上 西上

夜間17:00～
19:00 17:00～ 西上

(第２・４週)
※往診も行っています
介護に関する問い合わせ　　TEL:0277-53-3912
外来受診送迎実施中　（当生協組合員のみ、事前登録必要）

※第２土曜・
　祝日　休診

診療体制は毎月変わる可能性がありますので、受診の際は最新号の「くらしと健康」をご覧いただくか、事業所へお電話でお問い合わせ下さい。

⑻く　ら　し　と　健　康2022.11.1 第679号 　く　ら　し　と　健　康


